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「
い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭
２
０
２
３
」 

白
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

サ
ー
キ
ッ
ト
・

サ
ー
キ
ッ
ト
P
l
u
s
開
催

「
第
38
回
国
民
文
化
祭 

第
23
回

全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
」
で

あ
る
「
い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭

２
０
２
３
」
白
山
市
地
域
文
化
発

信
事
業
と
し
て
、「
白
山
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
サ
ー
キ
ッ
ト
」
と
題
し
、
千

代
女
の
里
俳
句
館
、
松
任
中
川
一

政
記
念
美
術
館
、
白
山
市
立
博
物

館
が
合
同
で
展
覧
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
チ
ケ
ッ
ト
を
会
期
中
有
効

の
共
通
券
と
す
る
こ
と
で
回
遊
性

を
高
め
、
三
館
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴

あ
る
展
覧
会
を
実
施
す
る
こ
と
で

観
覧
者
へ
の
異
な
る
文
化
体
験
を

提
案
し
ま
し
た
。
ま
た
石
川
ル
ー

ツ
交
流
館
、
呉
竹
文
庫
、
鳥
越
一
向

一
揆
歴
史
館
、
白
山
恐
竜
パ
ー
ク

白
峰
で
は
白
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
サ
ー

キ
ッ
ト
P
l
u
s
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
企
画
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
関
連
ペ
ー
ジ
２
～
６
・
８
・
９
ペ
ー
ジ
）

白山市立博物館
特別展 白山への道

〜白山下山仏と禅定道〜

石川ルーツ交流館
企画展 小説と私

〜作家 三田薫子展〜

呉竹文庫
企画展 島田清次郎と

その時代

鳥越一向一揆歴史館
企画展 一紙半銭の戦い

（愛山護法の戦い）

白山恐竜パーク白峰
企画展 最新！古生物学展
〜白山市の化石を例に〜

千代女の里俳句館
企画展 西のぼるが描く

美のかたち

松任中川一政記念美術館
特別展 生誕130年中川一政展
百花繚乱 −芸術の魅力とその生き方−
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最新！ 古生物学展 −白山市の化石を例に−

　

 

令
和
五
年
度
の
国
民
文
化
祭
は
、「
い

し
か
わ
百
万
石
文
化
祭
２
０
２
３
」
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
関
連
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
白
山
恐
竜
パ
ー
ク
白
峰
で
も
、

十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
企
画
展
を
開

催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
、
古
生
物
学
の
分
野
で
近
年

ト
レ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
「
三
次
元
デ
ー

タ
の
活
用
」
に
関
し
て
で
す
。
３
Ｄ
技
術

と
い
う
と
、
最
近
で
は
様
々
な
分
野
で
利

活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
学
術
の
世
界

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
化
石
の
研
究

に
お
い
て
も
、
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
装
置
や
３
Ｄ
ス

キ
ャ
ナ
ー
な
ど
と
い
っ
た
化
石
の
形
状
を

三
次
元
デ
ー
タ
化
で
き
る
機
器
の
利
用
が

進
ん
で
い
ま
す
。
特
に
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
装
置
は
、

化
石
そ
の
も
の
や
母
岩
（
化
石
の
周
り
の

岩
石
）
が
残
っ
て
い
る
化
石
の
分
析
に
と

て
も
有
効
で
す
。
と
い
う
の
も
、
物
理
的

な
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
岩
石
を
取
り
除
く
こ

と
）
な
し
に
化
石
の
形
状
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

白
山
市
桑
島
に
あ
る
桑
島
化
石
壁
で
見

つ
か
っ
た
化
石
の
研
究
に
も
、
近
年
、
Ｃ

Ｔ
ス
キ
ャ
ン
が
多
数
実
施
さ
れ
て
お
り
、

特
に
シ
ラ
ー
ペ
ト
ン
・
イ
サ
ジ
イ
の
研
究

に
お
け
る
活
用
事
例
は
、
こ
れ
ま
で
の
化

石
研
究
の
常
識
を
覆
す
も
の
で
し
た
。
従

来
、
化
石
の
形
態
的
な
特
徴
を
観
察
す
る

に
は
、
化
石
の
実
物
そ
の
も
の
を
見
な
け

れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
シ
ラ
ー

ペ
ト
ン
の
骨
の
パ
ー
ツ
は
そ
れ
ぞ
れ
が
と

て
つ
も
な
く
小
さ
か
っ
た
た
め
、
物
理
的

に
化
石
の
み
を
取
り
出
し
、
観
察
す
る
こ

と
は
困
難
で
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
を
活
用
し
た
研
究
が
検
討

さ
れ
ま
す
。
骨
そ
れ
ぞ
れ
の
形
状
を
三
次

元
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
で
、
骨
の
形
態
的

な
特
徴
を
仮
想
的
な
空
間
で
抽
出
し
よ
う

と
し
た
の
で
す
。
こ
の
試
み
は
成
功
し
、

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
み
で
新
種
と
い
う
こ

と
を
突
き
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
、
実
際
の
化
石
を
用
い
ず
に
、

Ｐ
Ｃ
上
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
み
で
新
種

記
載
し
た
研
究
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
、
画

期
的
と
言
え
ま
す
。
今
回
の
企
画
展
で
は
、

こ
の
先
進
的
な
研
究
事
例
を
紹
介
す
る
た

め
、
実
物
の
化
石
標
本
と
と
も
に
、
３
Ｄ

プ
リ
ン
タ
で
二
十
倍
に
拡
大
出
力
し
組
み

上
げ
た
樹
脂
製
の
頭
骨
レ
プ
リ
カ
を
展
示

し
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
を
比
較
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
い
か
に
こ
の
最
先
端
の
技
術

が
古
生
物
学
的
研
究
に
有
効
か
を
知
っ
て

い
た
だ
け
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

  

シ
ラ
ー
ペ
ト
ン
の
他
に
も
、
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
で
作
製
し
た
八
点
の
樹
脂
製
レ
プ
リ

カ
と
そ
の
実
物
標
本
を
展
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
三
次
元
デ
ー
タ
そ
の
も
の

も
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
や
映
像
を
使
っ
て

展
示
し
て
み
ま
し
た
。
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

を
利
用
し
た
展
示
で
は
、
観
覧
車
が
実
際

に
マ
ウ
ス
を
動
か
し
て
、
化
石
を
三
六
〇

度
ぐ
る
ぐ
る
と
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
実
物
は
と
て
も
貴
重
で
、

そ
の
上
、
と
て
も
小
さ
い
の
で
、
通
常
は

一
般
の
人
が
じ
っ
く
り
観
察
す
る
と
い
う

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
が
、
デ
ジ
タ
ル

三
次
元
化
し
た
も
の
を
パ
ソ
コ
ン
に
投
影

す
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
が
細
か
な
と
こ

ろ
ま
で
観
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
こ

れ
も
、
三
次
元
デ
ー
タ
化
の
ひ
と
つ
の
利

点
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

（
白
峰
化
石
調
査
セ
ン
タ
ー　

大
塚
）

シラーペトン・イサジイの頭骨復元

白
山
恐
竜
パ
ー
ク
白
峰
　
企
画
展

最
新
！ 

古
生
物
学
展

　
　
　
　
　

− 

白
山
市
の
化
石
を
例
に 

−

会
期
　
令
和
五
年
十
月
十
四
日
～
十
一
月
二
十
三
日
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「
い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭
２
０
２
３
」

地
域
文
化
発
信
事
業
と
し
て
白
山
市
立
博

物
館
で
は
特
別
展
「
白
山
へ
の
道

−

白
山

下
山
仏
と
禅
定
道

−

」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
白
山
下
山
仏
を
は

じ
め
と
す
る
白
山
の
神
仏
分
離
と
白
山
禅

定
道
を
中
心
に
白
山
曼
荼
羅
な
ど
白
山
信

仰
の
文
化
財
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

白
山
下
山
仏
と
は
、
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）、
白
山
嶺
上
や
禅
定
道
等
に

安
置
さ
れ
て
い
た
仏
像
・
仏
具
等
が
下
山

さ
せ
ら
れ
、
林
西
寺
（
白
山
市
白
峰
）
と

尾
添
区
に
安
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
仏

像
群
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
同
年
七
月
、

白
山
嶺
上
三
社
を
は
じ
め
、
末
社
等
の
仏

像
等
は
一
ノ
瀬
温
泉
ま
で
下
山
し
、
そ
の

後
、
林
西
寺
へ
移
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
檜

新
宮
に
安
置
さ
れ
た
い
た
仏
像
等
は
尾
添

村
に
安
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
と
き
の
下
山
処
理
に
つ
い
て
は
「
白

山
下
山
仏
一
件
」（
金
劔
宮
所
蔵
）
等
に

詳
細
に
記
録
さ
れ
、
そ
の
経
緯
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
白
山
の
世
界
観
を
描
い
た
白
山
曼

荼
羅
も
紹
介
し
ま
し
た
。
白
山
曼
荼
羅
に

は
参
詣
曼
荼
羅
と
垂
迹
曼
荼
羅
が
あ
り
、

参
詣
曼
荼
羅
で
は
「
絹
本
著
色　

白
山
曼

荼
羅
図
」（
能
美
市
蔵
・
石
川
県
指
定
文

化
財
）
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
参
詣

曼
荼
羅
は
各
禅
定
道
の
伝
説
や
名
所
・
旧

跡
が
書
き
込
ま
れ
絵
解
き
な
ど
に
使
用
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
、

「
紙
本
白
描　

白
山
曼
荼
羅
図
」（
那
谷
寺

所
蔵
）
や
「
紙
本　

白
山
加
賀
禅
定
道
図
」

（
個
人
蔵
・
白
山
市
指
定
文
化
財
）
等
も

あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
白

山
曼
荼
羅
に
は
神
仏
を
中
心
に
描
い
た
垂

迹
曼
荼
羅
が
あ
り
、
加
賀
系
・
越
前
系
・

美
濃
系
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
越
前
系

で
は
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
「
絹
本

著
色　

白
山
曼
荼
羅
図
」
な
ど
を
展
示
し

ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
、
白
山
に
は
多
く
の
参
詣
者

が
訪
れ
て
お
り
、「
白
山
禅
定
日
記
」（
石

川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
）
等
、
た
く
さ
ん

の
地
誌
や
紀
行
文
が
記
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
に
は
山
頂
ま
で
の
道
筋
、
名
所
や
伝

説
、
参
拝
し
た
本
地
仏
や
堂
舎
の
様
子
等

を
詳
し
く
記
録
し
た
も
の
が
あ
り
、
今
で

は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
祠
堂
や
仏
像
の
姿

を
彷
彿
と
さ
せ
る
貴
重
な
記
録
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

白
山
山
頂
付
近
以
外
で
は
白
山
比
咩
神

社
に
お
け
る
神
仏
分
離
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
展
示
で
は
白
山
本
地
堂
の
ゆ
く
え

を
中
心
に
展
示
し
ま
し
た
。
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）、
神
仏
判
然
令
が
発
布
さ
れ

る
と
、
白
山
本
宮
（
白
山
比
咩
神
社
）
で

は
、
す
み
や
か
に
神
仏
分
離
が
実
行
に
移

さ
れ
ま
す
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に

は
白
山
本
地
堂
が
取
り
払
わ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
こ
れ
に
と
も
な
い
白
山
本
地
堂
内

の
神
体
類
は
本
社
へ
移
す
よ
う
命
ぜ
ら
れ

ま
す
。
そ
の
後
、
白
山
本
地
堂
は
木
津
村

白
山
社
へ
譲
り
渡
さ
れ
ま
し
た
が
、
移
築

さ
れ
た
建
物
は
守
郷
白
山
神
社
拝
殿
と
し

て
現
在
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、

金
沢
工
業
大
学　

山
崎
幹
泰
教
授
、
上
野

孝
典
氏
の
協
力
を
得
て
建
築
の
視
点
か
ら

も
白
山
本
地
堂
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
白
山
市
立
博
物
館　

村
上
）

白
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
サ
ー
キ
ッ
ト

白
山
市
立
博
物
館
　
特
別
展

白
山
へ
の
道 

〜 

白
山
下
山
仏
と
禅
定
道 

〜

会
期
　
令
和
五
年
十
月
七
日
～
十
一
月
十
九
日

白山への道 〜白山下山仏と禅定道〜
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中
川
一
政
と
展
覧
会
概
要

　

中
川
一
政
（
一
八
九
三

−

一
九
九
一
、

文
化
勲
章
受
章
者
・
白
山
市
名
誉
市
民
）

は
、
父
が
金
沢
市
、
母
が
白
山
市
出
身
で

あ
り
、
石
川
県
に
ゆ
か
り
が
深
い
芸
術
家

で
す
。
明
治
中
期
に
東
京
に
生
ま
れ
育
ち
、

大
正
期
に
独
学
で
画
家
を
志
し
、
昭
和
を

経
て
平
成
の
時
代
ま
で
生
き
抜
き
ま
し
た
。

そ
の
仕
事
は
、
絵
画
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

書
や
陶
芸
、
挿
画
や
装
丁
、
ま
た
短
歌
や

詩
、
随
筆
な
ど
文
芸
に
も
及
び
ま
す
。
幅

広
い
創
作
活
動
の
い
ず
れ
に
も
一
境
地
を

拓
い
た
足
跡
は
、
近
現
代
画
壇
で
も
際

立
っ
た
存
在
感
を
放
ち
、
そ
の
芸
術
は
ま

さ
に
「
百
花
繚
乱
」
と
言
え
ま
す
。

　

生
誕
百
三
十
年
を
記
念
し
て
開
催
し
た

本
展
で
は
、
詩
情
豊
か
な
初
期
作
か
ら
独

自
の
画
法
を
模
索
す
る
中
期
作
、
そ
し
て

自
得
し
花
開
い
た
円
熟
期
作
か
ら
自
分
に

限
界
を
定
め
ず
生
み
出
し
続
け
た
晩
年
作

ま
で
の
作
品
や
関
連
資
料
七
十
八
点
を
編

年
式
に
展
観
し
、
画
業
の
変
遷
や
創
作
姿

勢
、
ま
た
多
彩
な
芸
術
の
魅
力
に
迫
り
ま

し
た
。

　
九
十
年
も
生
き
て
い
る
と
い
ろ
ん
な

事
を
し
て
い
る
。
短
歌
・
詩
・
随
筆
・
画
・

書
・
篆
刻
・
陶
器
い
ろ
ん
な
方
面
に
及

ぶ
。（
中
略
）

　
自
分
は
決
め
な
い
の
で
あ
る
自
分
を
。

　
自
分
が
ど
れ
だ
け
生
き
る
か
、
ど
れ

だ
け
力
が
あ
る
か
出
し
て
見
な
け
れ
ば

わ
か
ら
な
い
。

　
と
に
か
く
私
は
一
所
懸
命
に
な
れ
る

仕
事
に
め
ぐ
り
あ
え
た
。（
中
略
）

　
中
国
の
本
を
読
ん
で
い
た
ら
百
歳
ま

で
生
き
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
九
十
歳
を

半
分
だ
と
思
え
と
書
い
て
あ
っ
た
。
あ

と
の
十
年
は
そ
れ
程
密
度
が
あ
る
の
だ
。

　
一
所
懸
命
が
一
生
懸
命
に
な
れ
た
ら

本
望
と
し
よ
う
。（
１
）

　

作
品
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
一
政

自
身
の
言
葉
は
、
彼
に
と
っ
て
生
き
る

こ
と
と
創
作
が
同
義
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。
九
十
七
歳
の
生
涯
を
現

役
で
全
う
し
た
生
き
様
は
、
人
生
百
年

時
代
を
生
き
る
私
た
ち
の
道
標
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
あ
さ
が
お
」
モ
チ
ー
フ

　
「
百
花
繚
乱
」
の
タ
イ
ト
ル
は
、
前
述

の
と
お
り
中
川
の
広
範
多
岐
に
わ
た
る
創

作
活
動
を
象
徴
す
る
も
の
で
す
が
、
同
時

に
「
薔
薇
」
や
「
向
日
葵
」
な
ど
花
を
題

材
に
し
た
作
品
を
数
多
く
生
み
出
し
た
画

家
像
を
も
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
す
。
本
展

に
お
い
て
も
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
九
〇

年
に
か
け
て
の
そ
う
し
た
花
作
品
十
一
点

を
展
観
し
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
国
民
文
化
祭
を
彩
る
作
品
と

し
て
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
「
あ
さ

が
お
」
の
モ
チ
ー
フ
で
す
。「
あ
さ
が
お
」

は
、
加
賀
の
千
代
女
も
慈
し
み
、
今
も

市
民
に
親
し
ま
れ
る
白
山
市
の
花
で
す
。

一
方
、
薔
薇
や
向
日
葵
以
外
に
も
、
椿
や

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
鉄
線
や
百
合
な
ど
季
節

に
応
じ
て
様
々
な
花
を
描
い
て
い
る
一
政

に
、
あ
さ
が
お
を
描
い
た
作
品
は
多
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
な
か
本
展
に
お
い

て
本
市
初
公
開
し
た
の
が
「
あ
さ
が
ほ
」

（
一
九
七
一
年　

廣
澤
美
術
館
蔵
／
図
１
）

と
「
芭
蕉
屏
風
」（
一
九
三
五
年　

個
人

白
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
サ
ー
キ
ッ
ト

松
任
中
川
一
政
記
念
美
術
館
　
特
別
展

生
誕
百
三
十
年 

中
川
一
政
展 

百
花
繚
乱

　
　
　
　
　

− 

芸
術
の
魅
力
と
そ
の
生
き
方 

−

生誕130年 中川一政展 百花繚乱

図１「あさがほ」1971 年　廣澤美術館蔵
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生誕130年 中川一政展 百花繚乱

蔵
／
図
２
）
で
す
。

　

前
者
は
、
墨
を
引
い
た
背
景
に
愛
用
の

磁
州
壺
に
生
け
た
赤
と
青
の
あ
さ
が
お
が

鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。
赤
い
花

だ
け
で
な
く
、
向
か
っ
て
左
の
後
ろ
を
向

く
青
い
一
輪
も
、
花
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿

と
し
て
見
る
も
の
の
視
線
を
引
き
、
そ
の

ま
ま
画
面
世
界
の
奥
へ
と
誘
う
よ
う
で
す
。

　

後
者
は
、
芭
蕉
の
句
か
ら
着
想
し
た

扇
面
画
十
六
面
を
貼
り
交
ぜ
た
「
芭
蕉
屏

風
」
で
、
そ
の
一
面
が
「
朝
顔
に
我
は
飯

食
う
男
哉
」
を
題
材
に
し
、
あ
さ
が
お
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
敢
え
て
墨
で
表
現
し

た
葉
の
奥
か

ら
垣
間
見
え

る
着
色
さ
れ

た
花
は
、
朝

露
を
纏
う
よ

う
な
瑞
々
し

さ
を
感
じ
さ

せ
ま
す
。
一

政
四
十
代
の

筆
で
、
中
央

に
佇
む
男
の
風
情
は
、
当
時
取
り
組
ん
で

い
た
新
聞
連
載
小
説
・
尾
崎
士
郎
「
人
生

劇
場
」
の
挿
画
を
思
い
起
こ
さ
せ
ま
す
。

　

本
展
で
紹
介
し
た
作
品
以
外
で
は
「
朝

顔
と
ん
ぼ
」（
詳
細
未
詳
）、「
マ
ジ
ョ
リ

カ
壺
の
朝
顔
」（
一
九
七
一
年
頃 

図
３
）、

「
同
」（
七
三
年 

図
４
）
の
三
点
が
過
去

の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
や
画
集
で
確
認
（
２
）

で
き
、
何
れ
も
墨
彩
作
品
で
す
。

「
春
陽
会
」
と
一
政
の
墨
彩

　

 

折
し
も
本
展
が
開
催
さ
れ
た
二
〇
二
三

年
は
、
一
政
が
創
立
会
員
と
し
て
参
画
し
、

軸
足
を
置
い
て
活
動
し
た
「
春
陽
会
」

（
一
九
二
二
年
発
足
）
の
第
一
回
展
（
二
三

年
）
開
催
か
ら
百
年
目
の
年
で
す
。
春
陽

会
の
草
創
期
の
特
徴
の
一
つ
に
、
東
洋
に

根
差
し
た
洋
画
へ
の
志
向
が
あ
り
ま
す
。

当
初
か
ら
「
水
墨
・
素
描
室
」
が
設
置
さ
れ
、

こ
れ
ら
が
油
絵
と
並
ん
で
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
も
挿
絵
室
（
二
七
年 

第
五
回

展
）
や
版
画
室
（
二
八
年 

第
六
回
展
）
が

設
置
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な
表
現
を
認
め

合
い
各
人
の
個
性
を
尊
重
す
る
姿
勢
も
特

徴
で
す
。

　

油
絵
を
柱
と
し
て
い
た
一
政
も
、
こ
う

し
た
空
気
の
な
か
、
時
に
画
材
を
墨
や
岩

絵
具
に
替
え
表
現
し
て
い
ま
す
。
椿
や
百

合
は
、
油
彩
画
と
岩
彩
画
の
両
方
で
描
き

分
け
て
い
ま
す
が
、
あ
さ
が
お
の
油
彩
画

は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
描

き
起
す
の
で
は
な
く
、
対
象
を
目
の
前
に

し
て
描
く
一
政
の
制
作
ス
タ
イ
ル
に
お
い

て
、
朝
開
い
て
間
も
な
く
萎
む
あ
さ
が
お

は
、
日
本
画
の
画
材
が
相
応
し
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

　

一
政
は
「
油
絵
と
墨
彩
の
相
違
は
ま
づ

第
一
に
メ
デ
ィ
ウ
ム
（
３
）
で
あ
る
。
油
絵

は
芥
子
油
と
か
ひ
ま
し
油
を
用
ひ
、
墨
彩

は
膠
を
用
ひ
る
。
牡
丹
と
か
菖
蒲
を
か
く

に
は
油
絵
で
は
し
つ
こ
く
な
る
。
膠
で
胡

粉
や
岩
絵
具
を
つ
か
つ
た
方
が
い
い
や
う

に
思
ふ
。
水
墨
は
も
つ
と
さ
つ
ぱ
り
し
て

い
る
。」（
４
）
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
墨
彩
が
選
ば
れ
た
「
あ
さ
が

お
」
作
品
は
、
油
絵
を
思
わ
せ
る
一
政
独

自
の
筆
致
の
中
に
も
、
墨
や
岩
絵
具
の
質

感
に
よ
り
、
花
が
纏
う
東
洋
的
詩
情
が
香

り
ま
す
。

（
１
）　
『
中
川
一
政
ブ
ッ
ク
ワ
ー
ク
』
序
文 

一
九
八
四
年 

形
象
社
／
（
２
） 「
朝
顔
と
ん
ぼ
」

『
中
川
一
政
と
白
樺
派
展
』
一
九
九
二
年 

清
春

白
樺
美
術
館
（
作
品
名
の
み
記
載
）、「
マ
ジ
ョ

リ
カ
壺
の
朝
顔
」
一
九
七
一
年
頃 

『
中
川
一
政

自
選
展
』
一
九
七
二
年 

名
古
屋
松
坂
屋
、「
同
」

一
九
七
三
年
『
中
川
一
政
水
墨
岩
彩
「
花
下
忘

帰
」』
一
九
七
九
年 

求
龍
堂
／
（
３
） 

こ
こ
で
は
、

絵
具
を
作
る
際
に
顔
料
と
混
ぜ
る
溶
剤
や
絵
具

素
材
を
指
す
／
（
４
） 『
中
川
一
政
水
墨
・
岩
彩

「
門
前
小
僧
」』
後
記 

一
九
七
三
年 

求
龍
堂
）

（
松
任
中
川
一
政
記
念
美
術
館　

徳
井
）

右）図３「マジョリカ壺の朝顔」1971 年頃
左）図４「マジョリカ壺の朝顔」1973 年

図２「芭蕉屏風」（部分）1935 年　個人蔵
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西のぼるが描く 美のかたち
　

西
の
ぼ
る
氏
は
、
一
九
四
六
年
珠
洲
市

生
ま
れ
。
一
九
七
九
年
に
さ
し
絵
画
家
と

し
て
中
央
デ
ビ
ュ
ー
し
、
早
乙
女
貢
、
星

新
一
、
平
岩
弓
枝
、
北
方
謙
三
、
安
部
龍

太
郎
ら
著
名
作
家
の
装
画
・
さ
し
絵
を
担

当
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
千
代
女
へ

の
思
い
入
れ
も
強
く
、
関
連
す
る
作
品
を

多
数
手
掛
け
て
お
り
、
そ
の
大
半
が
当
館

に
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
は
じ
め
に
、
西
氏
に
よ
る

千
代
女
関
連
作
品
を
「
西
の
ぼ
る
が
描
く

千
代
女
」
と
題
し
て
展
示
し
ま
し
た
。
中

で
も
「
吉
崎
紀
行
」
と
「
越
中
井
波
瑞
泉

寺
紀
行
絵
巻
」
は
、
千
代
女
が
旅
を
し
た

両
地
を
、
西
氏
が
実
際
に
訪
れ
て
描
い
た

作
品
で
す
。
重
厚
か
つ
明
る
い
独
特
の
作

風
で
、
時
に
抽
象
的
な
西
氏
の
作
品
の
根

底
に
は
、実
体
験
も
交
え
た
綿
密
な
取
材
・

よ
う
な
温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

な
お
、
会
期
半
ば
の
十
月
二
十
一
日
に

は
、
西
氏
と
同
郷
で
、
俳
誌
『
風
港
』
を

通
し
て
交
流
が
あ
る
俳
人
中
川
雅
雪
氏
と

の
対
談
を
開
催
し
ま
し
た
。
両
氏
に
は
、

ふ
る
さ
と
珠
洲
に
対
す
る
思
い
や
創
作
へ

の
向
き
合
い
方
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
、

聴
講
し
た
皆
様
か
ら
は
、「
内
容
に
感
銘

を
受
け
た
」「（
お
二
人
の
）
人
柄
が
よ
く

わ
か
り
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（
千
代
女
の
里
俳
句
館　

横
西
）

研
究
に
基
づ
く
考
証
が
あ
り
、
こ
う
し
た

真
摯
な
姿
勢
が
、
歴
史
・
時
代
小
説
の
装

画
や
さ
し
絵
の
依
頼
が
絶
え
な
い
理
由
の

一
つ
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
展
の
も
う
一
つ
の
柱
は
、
西

氏
の
近
作
で
し
た
。「
美
の
か
た
ち
」「
心

の
プ
リ
ズ
ム
」
と
題
し
た
こ
れ
ら
の
作
品

の
共
通
の
テ
ー
マ
は
「
見
え
な
い
も
の
を

描
く
」
で
す
。
西
氏
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
る
生
活
様
式

の
変
化
の
中
で
、
身
近
な
自
然
の
営
み
を

再
認
識
し
、「
見
え
な
い
も
の
に
生
か
さ

れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
た

と
い
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
目
に
見
え
な
い

自
然
の
神
秘
、す
な
わ
ち
〈
時
間
〉
や
〈
大

気
〉
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
鑑
賞
者
に

は
、
作
品
を
自
由
に
解
釈
し
て
ほ
し
い
と

い
う
西
氏
の
思
い
を
受
け
て
、
こ
の
テ
ー

マ
は
あ
え
て
明
か
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

自
然
が
営
む
美
の
か
た
ち
が
、
多
く
の
方

に
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
本
展
で
は
、
西
氏
に
よ
る
書
き

下
ろ
し
の
随
想
文
も
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
し
絵
画
家
と
し
て
著
名
な
西
氏
で

す
が
、
こ
れ
ま
で
に
コ
ラ
ム
や
エ
ッ
セ
イ

の
執
筆
も
さ
れ
て
お
り
、
文
筆
家
で
も
あ

り
ま
す
。
西
氏
は
、「
絵
で
は
伝
え
き
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
言
葉
だ
」
と
考
え
、
言
葉

の
力
を
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
氏
の

こ
れ
ま
で
の
体
験
や
、
日
常
の
一
場
面
か

ら
書
か
れ
た
文
章
は
、
不
思
議
と
困
難
に

直
面
し
た
と
き
に
背
中
を
押
し
て
く
れ
る

鍵（2021年）

見えないものにも生かされて
（2020年）

白
山
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
サ
ー
キ
ッ
ト

白
山
市
立
千
代
女
の
里
俳
句
館
　
企
画
展

西
の
ぼ
る
が
描
く
　
美
の
か
た
ち

会
期
　
令
和
五
年
十
月
七
日
～
十
一
月
二
十
六
日
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「百姓ノモチタル国ノヤウ」
　

元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
九
月
十
二
日
、

大
坂
本
願
寺
に
早
鐘
が
鳴
り
響
き
、
こ
の

日
か
ら
十
一
年
に
亘
る
「
石
山
合
戦
」
が

始
ま
り
ま
す
。
本
願
寺
所
在
地
に「
石
山
」

と
い
う
地
名
は
な
い
と
同
教
学
研
究
所
は

指
摘
し
、
こ
の
織
田
信
長
と
本
願
寺
（
一

向
一
揆
）
と
の
戦
い
を
「
大
坂
本
願
寺
合

戦
」
と
呼
び
ま
す
。

　

同
月
十
四
日
本
願
寺
側
の
攻
勢
に
敗
走

す
る
織
田
勢
の
中
で
、
一
人
踏
み
と
ど
ま

り
名
を
挙
げ
た
武
将
が
い
ま
す
。
の
ち
の

金
沢
二
代
城
主
前
田
利
家
で
す
。「
か
す

が
ゐ
の
堤
に
て
取
合
ひ
（
信
長
公
記
）」

を
「
堤
の
上
の
鎗
」
と
も
い
い
「
一
向
一

揆
」
と
の
戦
功
に
よ
る
高
名
で
し
ょ
う
。

佐
久
間
盛
政
金
沢
初
代
城
主（
尾
山
城
主
）

も
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）「
別
宮
城
・

府
峠
城
」
攻
防
戦
に
異
名
「
鬼
玄
蕃
」
の

由
来
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
一
向

一
揆
」
と
の
戦
い
は
、
そ
の
後
の
加
賀
文

化
に
反
映
し
影
響
を
与
え
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
豪
華
絢
爛
「
百
万
石
文
化
」
を

副
題
と
し
た
国
民
文
化
祭
に
協
賛
す
る
企

画
展
開
催
の
小
さ
な
理
由
で
す
。

　

同
時
展
の
軍
記
『
絵
本
石
山
軍
記
』
は
、

江
戸
時
代
か
ら
明
治
に
か
け
、
東
西
本
願

寺
寺
院
で
勧
化
本
と
し
て
使
わ
れ
た
と
い

い
ま
す
。
同
じ
歴
史
と
信
仰
を
持
つ
御
同

行
御
同
朋
、
本
願
寺
門
徒
と
し
て
確
か
め

合
っ
た
で
し
ょ
う
。
村
の
指
導
者
で
あ
る

地
侍
は
大
名
に
仕
官
す
る
侍
に
な
り
、
あ

る
い
は
一
向
一
揆
に
参
陣
し
て
い
ま
す
。

戦
国
武
将
の
多
く
は
こ
の
階
層
を
出
自
と

し
て
い
ま
す
。

　

一
向
一
揆
が
治
め
る
加
賀
を
願
得
寺
実

悟
は
「
百
姓
ノ
モ
チ
タ
ル
国
ノ
ヤ
ウ
」
と

述
べ
ま
す
。『
同
軍
記
』
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
江
戸
期
の
人
は
鎧
兜
に
身
を
固
め
鉄

砲
を
放
つ
姿
を
「
一
向
一
揆
」
の
姿
と
描

い
て
い
ま
す
。
兵
農
分
離
は
ま
だ
な
さ
れ

て
い
な
い
時
代
の
こ
と
で
す
。
企
画
展
で

は
、
越
前
七
山
家
一
揆
衆
が
天
正
五
年

（
一
五
七
七
）
暮
れ
、
攻
寄
せ
た
柴
田
義

宣
（
勝
家
姉
の
子
）
を
鉄
砲
で
返
り
討
ち

に
し
た
史
実
も
紹
介
し
ま
す
。
同
三
年
か

ら
六
年
に
か
け
信
長
の
野
望「
加
賀
侵
攻
」

に
掣
肘
を
加
え
野
津
又
城
籠
城
戦
を

戦
っ
た
島
田
将
監
正
房
も
紹
介
し
ま
し

た
。
一
向
一
揆
に
は
多
く
の
武
将
が
参
陣

し
ま
す
。
加
賀
で
は
組
の
旗

本
を
始
め
、
金
沢
城
に
名
を

残
す
平
野
甚
右
ヱ
門
は
元
信

長
家
臣
、
家
康
家
臣
本
多
正

信
ら
が
知
ら
れ
ま
す
。
越
前

で
は
元
朝
倉
義
景
家
臣
島
田

将
監
が
い
ま
し
た
。
顕
如
は

「
野
津
又
在
城
衆
中
へ
」
と
消

息
を
与
え
督
戦
し
ま
す
。

　「
…
仍
当
山
中
之
儀
い
ま

に
相
抱
候
て
敵
を
支
お
り
お

り
ハ
打
出
成
其
働
由
忠
節
無

比
類
候
然
処
兵
糧
払
底
ニ
付

て
迷
惑
由
尤
歎
き
入
候
此
山
中
敵
の
手

ニ
入
候
ハ
ゝ
加
州
ま
て
も
大
事
候
間

…
」
顕
如
　
花
押

　

か
く
て
「
大
坂
本
願
寺
合
戦
」
は
終
焉

を
迎
え
ま
す
。

（
鳥
越
一
向
一
揆
歴
史
館
運
営
委
員　

西
出
）

「
百
姓
ノ
モ
チ
タ
ル
国
ノ
ヤ
ウ
」（
実
悟
記
）

下間頼龍、織田勢と大尓戦ふ図（『絵本石山軍記』石川県立図書館蔵）
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い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭
で
は
、
県
内

で
様
々
な
催
し
、
展
覧
会
な
ど
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
館
で
は
、
白
山
市
美
川
地
区
出
身
の

作
家
三
田
薫
子
さ
ん
の
作
品
の
展
示
と
記

念
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

「
女
の
手
取
川
」

　

三
田
さ
ん
は
、
美
川
町
で
生
ま
れ
育
ち
、

結
婚
後
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
小
説
を
書

き
始
め
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
七
年
十
一
月
か
ら
翌
年
四
月

ま
で
北
陸
中
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
「
泥

の
歌
」
を
改
題
し
た
『
女
の
手
取
川
』
が
、

最
初
の
書
籍
化
さ
れ
た
作
品
で
す
。

　

ご
自
分
の
お
母
様
を
モ
デ
ル
に
書
か
れ

た
『
緋
は
紅
よ
り
も
』、『
冬
化
粧
』
と
三

部
作
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

小
説
に
は
、
主
人
公
七
代
が
生
家
か
ら

嫁
ぎ
、
婚
家
で
の
生
活
、
家
族
が
生
き
生

き
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。
舅
・
姑
に
献
身

的
に
つ
く
す
母
親
に
批
判
的
で
、
自
分
は

絶
対
に
母
親
の
様
に
な
ら
な
い
と
決
意
す

る
娘
の
竹
子
な
ど
、
世
の
中
の
移
り
変
わ

り
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
実
際
に
起
こ
っ
た
昭
和
九
年
手
取

川
の
洪
水
で
の
出
来
事
、
商
店
の
様
子
な

ど
昔
の
美
川
町
が
描
写
さ
れ
、
当
時
の
様

子
が
窺
え
ま
す
。

「
女
人
天
華
」

　
『
女
人
天
華
』
の
作
品
は
、
鶴
来
の
勤

王
志
士
と
し
て
有
名
な
小
川
幸
三
の
妻
直

子
の
生
涯
を
描
い
た
作
品
で
す
。

　

三
田
さ
ん
の
代
表
作
と
し
て
、
白
山
開

山
千
三
百
年
記
念
に
北
國
新
聞
月
刊
「
ア

ク
タ
ス
」
に
一
年
間
連
載
さ
れ
、
平
成

二
十
九
年
に
書
籍
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

旦
那
様
が
、
鶴
来
町
出
身
で
、
ぜ
ひ
描

い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
作
品
と
お
聞

き
し
ま
し
た
。

　
「
ア
ク
タ
ス
」
で
掲
載
さ
れ
た
時
の
挿

絵
は
、
別
の
方
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、

書
籍
で
は
、
三
田
さ
ん
ご
本
人
が
挿
絵
も

描
い
て
い
ま
す
。

　

展
示
で
は
本
棚
、
ド
レ
ッ
サ
ー
を
は
じ

め
、
小
さ
い
頃
か
ら
近
く
に
置
い
て
い
た

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ド
ー
ル
「
メ
リ
ー
ち
ゃ

ん
」、お
手
製
の
木
目
込
み
人
形「
光
の
君
」

な
ど
三
田
さ
ん
の
愛
用
の
品
を
お
借
り
し
、

展
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
最
新
の
作
品
『
執
着
駅
ま
で
』
を

含
む
二
十
冊
の
小
説
、三
冊
の
『
和
歌
集
』、

全
二
十
三
作
品
を
紹
介
し
て
パ
ネ
ル
と
共

に
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
掲
示
し
ま
し
た
。

講
演
会

　

  

「
小
説
と
私
と
手
取
川
」
と
題
し
た

講
演
会
で
は
、
ご
本
名
の
克
枝
と
い
う
名

前
は
、
昭
和
十
二
年
に
掲
載
さ
れ
た
小
説

「
愛
染
か
つ
ら
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
高
石
か
つ

枝
の
名
前
か
ら
と
ら
れ
た
こ
と
や
、
お
母

様
の
お
話
で
よ
く
口
ず
さ
ま
れ
た
「
青
い

山
脈
」、「
み
ど
り
の
丘
」
な
ど
を
美
し
い

歌
声
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
て
書
い
た
お
話
「
可
哀
想
な

ピ
ー
コ
ち
ゃ
ん
」
が
、
小
学
校
の
校
内
放

送
で
流
さ
れ
た
こ
と
、
旦
那
様
の
お
話
な

ど
笑
い
が
絶
え
な
い
楽
し
い
お
話
し
で

「女の手取川」３部作表紙

三田さん挿絵表紙

三田さん直筆の原稿・挿絵

美
川
町
出
身
の
二
人
の
作
家

美川町出身の二人の作家　
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美川町出身の二人の作家

し
た
。

　

中
で
も
ご
自
分
が
小
説
の
中
に
描
い
た

女
性
が
、
手
取
川
に
入
る
場
面
を
描
く
た

め
に
自
分
も
手
取
川
に
入
っ
た
体
験
を
お

話
し
し
て
い
た
だ
き
、
小
説
家
と
は
小
説

を
描
く
た
め
に
そ
こ
ま
で
さ
れ
る
の
か
と

会
場
の
皆
さ
ん
が
驚
い
て
い
ま
し
た
。　

　

最
後
に
、
三
田
さ
ん
が
作
詞
し
た
曲
を

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ラ
ピ
ス
ト
角
谷
晋
平
さ

ん
の
演
奏
で
生
徒
さ
ん
達
と
三
田
さ
ん
ご

自
身
も
一
緒
に
歌
を
披
露
さ
れ
、
あ
っ
と

い
う
間
の
一
時
間
で
し
た
。

　

呉
竹
文
庫
で
は
小
説
「
地
上
」
で
一
躍

大
正
時
代
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
に
駆
け

上
が
っ
た
島
田
清
次
郎
の
小
説
、
雑
誌
の

展
示
を
行
い
ま
し
た
。

島
田
清
次
郎
と
は

　

島
田
清
次
郎
は
女
性
問
題
で
ス
キ
ャ
ン

ダ
ル
を
起
こ
し
た
後
、
巣
鴨
の
精
神
病
院

で
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
今
で
は
忘
れ
ら
れ

た
作
家
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
三
十
二

年
に
金
沢
で
撮
影
さ
れ
た
大
映
映
画
「
地

上
」
が
上
映
さ
れ
る
ま
で
地
元
美
川
で
も

ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い

人
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

島
田
清
次
郎
の
父
が
早
く
に
亡
く
な
り
、

そ
の
後
、
父
方
の
祖
母
も
清
次
郎
が
五
歳

の
時
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
後
、

美
川
か
ら
離
れ
、
金
沢
で
生
活
し
た
の
で
、

島
田
清
次
郎
に
関
す
る
資
料
は
美
川
に
は

ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

島
田
清
次
郎
と
「
地
上
」

　

自
伝
的
小
説
『
地
上
』
の
作
者
で
あ
る

島
田
清
次
郎
が
、
貧
し
さ
の
中
、
報
わ
れ

な
い
世
の
中
で
も
が
く
主
人
公
大
河
平
一

郎
と
同
一
視
さ
れ
、
二
十
歳
の
若
さ
で
、

多
く
の
若
者
の
人
気
者
に
な
り
ま
し
た
。

欧
米
に
渡
り
日
本
人
で
最
初
の
国
際
ペ
ン

倶
楽
部
の
会
員
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
傲
慢
な
態
度
な
ど
で
次
第
に

相
手
に
さ
れ
な
く
な
り
、
追
い
詰
め
ら
れ

た
清
次
郎
は
、
フ
ァ
ン
の
令
嬢
と
夜
遅
く

に
一
緒
に
い
た
所
を
不
審
に
思
っ
た
警
察

に
拘
束
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
、
大

き
な
事
件
と
し
て
世
間
に
広
が
り
ま
す
。

　

出
版
社
か
ら
相
手
に
さ
れ
ず
、
原
稿
も

手
元
に
返
さ
れ
、
挙
動
不
審
な
行
動
が
多

く
な
り
、
巣
鴨
の
精
神
病
院
に
入
院
。
そ

の
ま
ま
昭
和
五
年
に
三
十
一
歳
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。

「
島
田
清
次
郎
と
そ
の
時
代
」
展

　

島
田
清
次
郎
の
作
品
だ
け
で
は
な
く

活
躍
し
た
大
正
時
代
の
雑
誌
も
展
示
し

ま
し
た
。
新
聞
で
「
地
上
」
を
推
薦
し
た

生
田
長
江
の
記
事
や
、
島
田
清
次
郎
が
ア

メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
た
時
の
記
事
の
コ

ピ
ー
と
共
に
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
な
ど
を
展
示

し
ま
し
た
。

　

島
田
清
次
郎
の
著
作
を
は
じ
め
作
品
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
雑
誌
で
は
表
紙
や
目
次
、

作
品
の
一
部
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

紹
介
さ
れ
て
い
る
絵
や
作
家
な
ど
を
見
て

い
る
だ
け
で
時
代
の
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　

東
京
や
関
西
方
面
か
ら
、
島
田
清
次
郎

の
フ
ァ
ン
だ
と
若
い
女
性
の
ご
来
館
者
が

何
人
も
い
ま
し
た
。
中
に
は
お
墓
参
り
を

さ
れ
た
方
も
い
て
驚
き
ま
し
た
。

（
石
川
ル
ー
ツ
交
流
館　

早
松
）

「小説と私と手取川」講演会の様子

雑誌「中学世界」大正10年６月号

島田清次郎の著作などの
展示の様子
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令和６年度　前期行事予定

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
展
で
は
、
こ
う
し

た
画
家
の
姿
勢
を
作
品
や
言
葉
を
と
お
し

て
紹
介
し
ま
す
。

千
代
女
の
里
俳
句
館 

館
蔵
品
展

「
千
代
女
を
と
り
ま
く
人
々
」

令
和
６
年
３
月
30
日
土

　
　
　
　
　
　
　
　
〜  ５
月  19
日
日

加
賀
松
任
の
表
具
屋
の
娘
だ
っ
た
千
代

女
が
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
女
流
俳
人
と

な
っ
た
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
各
務
支
考

や
中
川
乙
由
な
ど
、
全
国
的
に
有
名
な
蕉

門
の
俳
人
か
ら
評
価
さ
れ
、
教
え
を
受
け

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
加
賀

俳
壇
に
お
い
て
は
、
多
く
の
門
弟
を
抱
え

た
和
田
希
因
や
、
前
田
土
佐
守
家
と
も
親

交
が
あ
る
河
合
見
風
、
女
流
俳
人
の
紫
仙

女
や
珈
凉
ら
と
盛
ん
に
交
流
し
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
千
代
女
と
交
流
の
あ
っ
た

俳
人
の
俳
諧
作
品
や
関
連
資
料
を
展
示
し
、

そ
の
人
物
像
や
千
代
女
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

石
川
ル
ー
ツ
交
流
館

第
19
回
「
篠
笛
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
令
和
６
年
４
月
21
日
日　
午
後
２
時
〜

　

篠
笛
奏
者
八
木
繁
さ
ん
と
粋
音
会
に
よ

る
日
本
の
懐
か
し
い
名
曲
を
篠
笛
で
演
奏

い
た
し
ま
す
。

　

鑑
賞
は
無
料
で
す
の
で
お
誘
い
あ
わ
せ

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

白
山
市
立
博
物
館 

企
画
展

「
街
道
を
め
ぐ
る

　
　
　
ー
湊
廻
り
往
来
と
北
国
街
道
ー
」

　
令
和
６
年
５
月
17
日
金

　
　
　
　
　
　
　
　
〜  ７
月  ７
日
日

　

白
山
市
内
に
は
北
国
街
道
（
上
街
道
）

が
と
お
り
、
街
道
に
は
多
く
の
人
々
が
行

き
交
い
、
松
任
や
柏
野
等
の
宿
場
で
は
宿

継
が
行
わ
れ
、
周
辺
の
村
々
か
ら
は
た
く

さ
ん
の
物
資
が
集
ま
り
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。
巡
見
上
使
や
大
名
の
通
過
の

と
き
な
ど
は
宿
場
に
多
く
の
馬
が
集
め
ら

れ
、
輸
送
等
の
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

柏
野
に
は
道
掃
除
人
が
配
置
さ
れ
、
街
道

の
掃
除
や
整
備
に
従
事
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
湊
廻
り
往
来
は
手
取

川
の
増
水
時
に
は
迂
回
路
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
湊
廻
り
往
来
と
北
国
街

道
を
中
心
に
江
戸
時
代
の
街
道
や
宿
場
、

往
来
を
め
ぐ
る
史
料
を
紹
介
し
ま
す
。

石
川
ル
ー
ツ
交
流
館 

企
画
展

「
紙
芝
居
で
知
る
お
か
え
り
祭
り
」
展

　
令
和
６
年
４
月
26
日
金

　
　
　
　
　
　
　
　
〜  ５
月  19
日
日

　

美
川
お
は
な
し
会
が
製
作
し
た
「
お
か

え
り
祭
り
」
の
紙
芝
居
の
原
画
を
展
示
い

た
し
ま
す
。

石
川
ル
ー
ツ
交
流
館

「
紙
芝
居
で

　
　
お
か
え
り
祭
り
を
楽
し
む
」
会

　
令
和
６
年
５
月
11
日
土　
午
後
２
時
〜

　

美
川
の
お
は
な
し
会
の
皆
様
に
よ
る
紙

芝
居
の
実
演
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
美

松
任
中
川
一
政
記
念
美
術
館 

春
季
テ
ー
マ
展

「
中
川
一
政
の
薔
薇

　
　
　
　
　
　
ー
明
日
へ
の
眼
差
し
ー
」

令
和
６
年
２
月
27
日
火

　
　
　
　
　
　
　
　
〜  ５
月  26
日
日

　

令
和
六
年
一
月
の
能
登
半
島
地
震
は

甚
大
な
被
害
を
生
み
ま
し
た
。
中
川
一
政

も
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
を
経
験
し

た
一
人
で
す
が
、
そ
の
後
も
常
に
明
日
を

見
つ
め
、
一
歩
一
歩
確
か
な
歩
み
を
重
ね

ま
し
た
。
昨
日
よ
り
今
日
、
今
日
よ
り
明

日
の
気
概
で
新
た
な
作
品
を
生
み
出
し
続

け
、
九
十
七
年
の
生
涯
を
現
役
で
全
う
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
生
き
様
は
、
今
の
困

難
な
時
代
を
生
き
る
私
た
ち
に
、
前
を
向

い
て
歩
ん
で
い
く
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る

中川一政「薔薇」1989年
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令和６年度　前期行事予定

　

各
市
町
の
江
戸
時
代
の
資
料
を
厳
選
し
、

展
示
し
ま
す
。

白
山
恐
竜
パ
ー
ク
白
峰

「
化
石
発
掘
体
験
」

　

白
山
恐
竜
パ
ー
ク
白
峰
で
は
、
化
石
発

見
広
場
で
実
際
に
化
石
の
発
掘
体
験
が
で

き
ま
す
。体
験
に
必
要
な
ハ
ン
マ
ー
・
ゴ
ー

グ
ル
・
軍
手
は
貸
し
出
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
化
石

発
見
広
場
の
み
の
ご
利
用
も
可
能
で
す
が
、

お
得
な
入
館
と
の
セ
ッ
ト
料
金
も
ご
ざ
い

ま
す
。

入
館
料
／

大
人
五
二
〇
円
、
小
中
高
校
生
二
〇
〇
円

化
石
発
見
広
場
利
用
料
／

大
人
五
五
〇
円
、
小
中
高
校
生
三
〇
〇
円

セ
ッ
ト
料
金
（
入
館+

化
石
発
見
広
場
）
／

大
人
八
五
〇
円
、
小
中
高
校
生
四
〇
〇
円

千
代
女
の
里
俳
句
館 

企
画
展

「
俳
句
と
写
真
展 

ー
と
き
め
き
ー
」

　
令
和
６
年
６
月
８
日
土

　
　
　
　
　
　
　
　
〜  ８
月  ４
日
日

　

写
真
と
俳
句
を
組
み
合
わ
せ
た
作
品
は
、

「
俳
写
」、「
フ
ォ
ト
俳
句
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、

近
年
愛
好
家
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
白
山
市
俳
句
協
会
会
員
や

少
年
少
女
俳
句
塾
の
子
ど
も
た
ち
の
俳
写

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

川
お
か
え
り
会
に
よ
る
お
か
え
り
祭
り
を

よ
り
楽
し
む
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て

も
ら
い
ま
す
。

石
川
ル
ー
ツ
交
流
館

「
美
川
自
然
人
ク
ラ
ブ

　
　
三
十
年
の
歩
み
」
展
（
仮
称
）

　
令
和
６
年
６
月
15
日
土

　
　
　
　
　
　
　
　
〜  ７
月  21
日
日

　

県
の
絶
滅
危
惧
種
「
ト
ミ
ヨ
」
の
保
護

や
子
供
達
が
川
に
住
む
魚
・
昆
虫
な
ど
に

触
れ
ら
れ
る
観
察
会
な
ど
を
開
催
し
て
き

た
三
十
年
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。

白
山
市
立
博
物
館 

企
画
展

「
石
川
中
央
都
市
圏
歴
史
資
料
展

江
戸
時
代
編
」

　
令
和
６
年
７
月
19
日
金

　
　
　
　
　
　
　
　
〜  ８
月  25
日
日

　

石
川
中
央
都
市
圏
４
市
２
町
（
金
沢
市
、

白
山
市
、
か
ほ
く
市
、
野
々
市
市
、
津
幡

町
、
内
灘
町
）
が
共
同
で
開
催
す
る
歴
史

資
料
展
の
巡
回
展
で
す
。

（
表
紙
写
真
）

【
白
山
市
立
博
物
館
】

「
紙
本 

白
山
加
賀
禅
定
道
図

（
部
分
）」

（
白
山
市
指
定
文
化
財
）

【
千
代
女
の
里
俳
句
館
】

「
展
示
風
景
」

【
松
任
中
川
一
政
記
念
美
術
館
】

「
展
示
風
景
」

【
石
川
ル
ー
ツ
交
流
館
】

「
三
田
薫
子
掲
載
雑
誌

展
示
風
景
」

【
呉
竹
文
庫
】

「
展
示
風
景
」

【
鳥
越
一
向
一
揆
歴
史
館
】

「
絵
本 

石
山
軍
記

（
石
川
県
立
図
書
館
蔵
）

展
示
風
景
」

【
白
山
恐
竜
パ
ー
ク
白
峰
】

「
展
示
風
景
」
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◆講演会等

◆講座等

◆歴史セミナー7/20～8/31夏休みこども企画 クイズ「鳥越一向一揆」

10/20ミニ新幹線乗車会

8/7夏休み工作教室 9/22伝統工芸教室
2/22・3/8・22
講座「古文書で見る白山市の歴史」

令和６年度　展示・行事予定
事業計画

白山市立
博物館
275-8922

千代女の里
俳句館
276-0819

松任中川一政
記念美術館
275-7532

石川ルーツ
交流館
278-7111

呉竹文庫
278-6252

松任
ふるさと館
276-5614

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

企画展
「街道をめぐるー湊廻り
往来と北国街道ー」
5/17～7/7

企画展
「石川中央都市圏
歴史資料展
江戸時代編」
7/19～8/25

春季テーマ展
「中川一政の薔薇
ー明日への眼差しー」
2/27～5/26

能登半島地震のため、当分の間、臨時休館いたします。

3/2
お雛様茶会

雛人形展示
2/8～3/9

企画展
「一向一揆と鉄砲」
「文字瓦」（仮称）
7/13～9/16

企画展示
「石川中央都市圏
歴史資料展
江戸時代編」
9/20～10/13

9/13月見コンサート

9/13・14月見夜灯

9/14月見茶会

7/7七夕茶会

夏季テーマ展
「中川一政の向日葵

ーフォルムとムーヴマンー」
5/28～9/1

1/16～1/26 中川一政記念絵画公募展
　　　　　　（市民工房うるわし）

秋季テーマ展
「中川一政 書と陶芸の世界
ー画家の余技を超えてー」

9/7～11/24

冬季テーマ展
「私が選ぶこの１点！ 中川一政推し作品展」

11/26～3/30

臨
時
休
館

千代女・一茶
交流パネル展
12/7～12/22

企画展
「俳画の愉しみ展」
1/11～3/9

企画展
「千代女展」（仮称）
9/7～10/20

俳句協会
会員展

10/26～11/10

2/14
中川一政バースデイコンサート

10/20・21 0歳からの家族鑑賞会「ミュージアムスタート」
7/28夏休みキッズプログラム「一政に挑戦！ 油絵体験」

美術館講座「中川一政文集を読む」 ①6/15

少年少女俳句塾 ①5/11 ②6/8 ③7/13 ④8/10 ⑤11/9 ⑥12/14 ⑦1/11 ⑧2/8 ⑨3/8

市民俳句教室 ①4/27 ②6/1 ③6/22 ④7/27 ⑤8/24 ⑥11/30 ⑦1/25 ⑧2/22 ⑨3/22

②8/17 ③10/19 ④12/21 ⑤2/15

春期俳句ポスト選句

7/7七夕句会

夏期俳句ポスト選句

10/5千代女全国俳句大会

秋期俳句ポスト選句

12/7俳句講座文学散歩

俳句ポストパネル展冬期俳句ポスト選句

11/23千代女少年少女全国俳句大会表彰式

立秋展示替立夏展示替 立冬展示替 新年展示替 立春展示替

「美川自然人
クラブ

30年の歩み」展
（仮称）
6/15～7/21

企画展
「北前船の道具」

（仮称）
10/14～11/26

4/21篠笛コンサート

5月下旬 若葉まつり恐竜パーク見学ツアー 11月上旬温泉まつり恐竜パーク見学ツアー

当施設では、常時予約なしで化石発掘体験が楽しめます ※11月下旬～４月下旬 冬期間閉鎖

7月下旬 ペットボトルでペンケースを作ろう
7月下旬 ペットボトルでグライダーを作ろう

5/11 「紙芝居でおかえり祭りを楽しむ」会 11/17 ヨシ笛コンサート

※各館のイベント等は白山ミュージアムポータルサイト  http://www.hakusan-museum.jp/ で紹介
　しています。日程等が変更になる場合があります。詳細については各館までお問い合わせください。

11/24日本刀鍛錬場見学会

企画展
「かわってきた道具と
わたしたちのくらし」
1/10～3/2

企画展
「写真で見る白山市
20年の歩み」
10/11～12/1

白山ミュージアム

館蔵品展
「千代女を

　とりまく人々」
3/30～5/19

鳥越一向一揆
歴史館

254-8020

白山恐竜
パーク白峰
259-2724

※

冬
季
閉
鎖
中

企画展
「俳句と写真展」
6/8～8/4


